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現地視察の結果概要 

 

■現地視察の開催 

現地視察では、第１回検討会での検討結果を踏まえ、高層湿原の現状を実際に確認した上で、今後の

進め方（モニタリング調査、対策等）について議論した。 
12/4 の現地視察は、委員 2 名、関係行政機関 14 名、オブザーバー6 名、事務局 3 名の合計 25 名で実

施した。（百原委員、寺本委員は飛行機欠航のため欠席） 
 

【参加者名簿】 
委員 

氏 名 所 属 ・ 役 職 等 
下川 悦郎 鹿児島大学 名誉教授 
井村 隆介 鹿児島大学共通教育センター 准教授 

  
  

 
関係行政機関 

氏 名 所 属 ・ 役 職 等 
山﨑 準 九州森林管理局 計画課長 
佐藤 敏郎 九州森林管理局 計画課 自然遺産保全調整官 
矢島 欣也 九州森林管理局 保全課長 
下田 勝也 九州森林管理局 保全課 企画官（自然再生担当） 
川畑 充郎 屋久島森林管理署 署長 
一口 竜也 屋久島森林管理署 森林技術指導官 
浅尾 純治 屋久島森林管理署 総括治山技術官 
池田 一穂 屋久島森林管理署 一般職員（治山） 
古市 真二郎 屋久島森林生態系保全センター 所長 
奥村 克 屋久島森林生態系保全センター 生態系管理指導官 
宮木 利浩 九州地方環境事務所 国立公園課課長補佐 
柘植 規江 屋久島自然保護官事務所 首席自然保護官 
水川 真希 屋久島自然保護官事務所 自然保護官補佐 
海陸 卓也 鹿児島県 PR･観光戦略部観光課 観光地づくり係主事 
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オブザーバー 
氏 名 所 属 ・ 役 職 等 

古賀 顕司 屋久島山岳ガイド連盟 代表 
渡邊 太郎 屋久島山岳ガイド連盟 理事 
日高 順一 （公社）屋久島観光協会 事務局長 
中馬 慎一郎 （公社）屋久島観光協会 ガイド部会長 
伊熊 清明 （公社）屋久島観光協会 ガイド部会 
矢野 梓水 千葉大学 園芸学研究科 

 
事務局 

氏 名 所 属 ・ 役 職 等 
関根  亨 一般社団法人日本森林技術協会 林業経営ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
高橋 雅美 一般社団法人日本森林技術協会 森林保全ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
植松 優介 一般社団法人日本森林技術協会 森林保全ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
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■現地視察の検討内容と行程 
表１ 現地視察の検討内容 

 
表２ 現地視察の行程 

時間 内容 備考 
8:00 淀川登山口集合  

8:00～8:15 行程説明 (15 分) 
8:15～9:05 淀川登山口～淀川小屋 (50 分) 
9:05～9:20 淀川小屋着、休憩 (15 分) 
9:20～10:50 淀川小屋～小花之江河 (90 分) 
10:50～11:00 小花之江河着、休憩 （10 分） 
11:00～11:20 小花之江河～花之江河 (20 分) 
11:20～13:00 花之江河着、昼食、現地視察 （100 分） 
13:00～13:15 花之江河～小花之江河 (15 分) 
13:15～14:15 小花之江河着、現地視察 (60 分) 
14:15～15:35 小花之江河～淀川小屋 (80 分) 
15:35～15:50 淀川小屋着、休憩 (15 分) 
15:45～16:30 淀川小屋～淀川登山口 (45 分) 
16:30～16:40 淀川登山口着、解散  

 
  

 検討内容（議題等） 
花之江河 
・小花之江河 

■高層湿原の現状について確認する 
①ヤクシカによる影響（採食・踏圧） 
②登山者による影響（土砂流入） 
③水路の状況（水位等） 
 

■モニタリング調査について 
①既存のモニタリング調査（植生保護柵）の効果検証 
②水の収支に関するモニタリング調査の手法と場所選定 
③湿原地質調査の手法と場所選定 
④その他、モニタリング調査について 
 

■試験的対策取組みについて 
①対策可能な手法と場所について 
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図１ 現地視察ルート 

 
 

淀川登山口 


